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JTBグループの広告会社であるジェイ・アイ・シー（本社所在地：東京都品川区、代表取締役社長：
鈴木憲治）の「旅の販促研究所」は、『日本人女性の海外旅行実態調査』の結果を発表した。 
 この調査は、旅行意識や行動が多様化している女性層のみに焦点を絞り、最近の海外旅行実態を把握

するために、本年 3月に最近 3年間に海外旅行へ行った 1,388人の女性にインターネットを通じて行っ
たものである。 
 調査の特徴としては、女性層を一般的なライフステージや年齢層の軸で区分けするだけなく、その意

識・行動に関する質問を設け、その回答を分析し旅行意識・行動のクラスター6 つを抽出することで、
双方の軸から分析を行うことを可能にしたことである。 
 今回の調査結果の概要と結果の一部は以下のとおり。 
１．概要 

（３）調査項目     以下のとおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『日本人女性の海外旅行実態調査』 
ＪＴＢグループの「旅の販促研究所」が調査・発表 

■ 行きたい国は、1位イタリア、2位フランス、3位オーストラリア 

■ 情報収集源はガイドブック（46.6％）と各種ホームページ（36.0％） 

■ 旅行意識・行動の分析から浮かび上がった 6つのクラスター 

・有効回答数（ライフステージ別：７つの区分け） 

①学生（18～23歳）：101 ②20代未婚 OL：207 ③30代未婚 OL：206 

④子供無し主婦（25～49歳）：220 ⑤ファミリー主婦（25～49才、末子中学生以下）：220 

⑥熟年夫婦（25～49才、末子高校生以上）：214 ⑦シニア（60代）：220 

・調査項目 

①最近３年間の海外旅行について a．回数、b．方面 

②直近の旅行について  a．デスティネーション、b．旅行日数、c．旅行目的、d．同行者 

e．旅行手配方法、f．申し込み方法(旅行会社利用者) 

③旅行情報の収集について  a．旅行のキッカケとなった情報源 

b．旅行先を選ぶ時に重視した情報源 

c．旅行内容の詳細を決める時に重視した情報源 

d．旅行先・旅行内容検討時の重視ポイント 

④行きたい国・行きたくない国について a．行きたい国／その理由 

b．行きたくない国／その理由 

c．女性にとって一番奨められる国： 

⑤国のイメージ（旅の販促研究所にて設定した数カ国分のみ） 

⑥旅行に対する意識・行動について 

⑦基本情報    a．年齢、b．未既婚、c．職業、d．世帯年収 

 


